
  



 

立憲民主党・髙松さとし衆議院議員 

 

衆議院議員、立憲民主党の高松さとしです。 

会計年度任⽤職員の⾝分の不安定性を 

早期に解消しなくてはなりません。 

先般、衆議院総務委員会にて会計年度 

任⽤職員の処遇改善について 

村上誠一郎⼤⾂にも要求をいたしました。 

ともに安⼼して働ける社会を実現していきましょう。 

 

  



<メッセージ> 

 

 

立憲民主党 参議院議員 

石橋 みちひろ 

 

「STOP！非正規公務員雇止め」2025 集会の開催にあたり、ひと

言、連帯のご挨拶をさせていただきます。 

まずもって、本日ご参集の皆さまが、これまで長年に渡り、継続的

に非正規公務員問題、とりわけ集会のテーマである非正規公務員の

雇用の安定化や処遇改善・格差是正に取り組んでこられていること

に、心からの敬意と感謝を申し上げます。 

私自身、労働運動出身議員として、また国際労働機関（ILO）出身

議員の立場でも、これまでにも皆さまと共に非正規公務員問題の解

決に力を入れて取り組んできました。現在、超党派「非正規雇用労働

者の待遇改善と希望の持てる生活を考える議員連盟（非正規雇用議

連）」の事務局長を務めておりますが、本年度の重点課題の一つに「非

正規公務員の雇用の安定化や処遇改善」を掲げ、その解決に向けて超

党派で取り組んでいくことを確認したところです。 

中でも特に、公務・公共部門労働者に労働契約法などの労働関係法

規が適用されない問題や、非正規公務員への無期転換権の付与を含

めた３年ごとの雇止め（公募）を前提とする現在の制度の見直しを行

うことについては、日本労働弁護団の「非正規公務員制度立法提言」

も参考にさせていただきながら、実現に向けて努力を続けていく決

意です。ご参集の皆さまの力強い後押しを宜しくお願い致します。 

結びに、本日の集会が実り多きものとなりますこと、並びに、日本

労働弁護団はじめご参集の皆様のご活躍を心から祈念申し上げ、連

帯のご挨拶といたします。共に頑張りましょう！ 

 
2025 年 3 月 5 日 

参 議 院 議 員 

石橋 みちひろ 

  



非正規公務員（会計年度任用職員）が労働基本権を奪われている実態を指摘

し、「非正規公務員制度立法提言」を策定された日本労働弁護団のみなさんに敬

意と連帯のメッセージを送ります。 

地方自治体で働く会計年度任用職員の処遇改善を求めて、総務委員会で繰り

返し質問してきました。昨年、名古屋市では非正規保育士ら 1200人、狭山市で

図書館司書など会計年度任用職員 37 人中 11 人が一気に雇い止めに。公共サー

ビスの現場で、制度の濫用というべき事態、大量の任用が奪われる人権侵害で

す。「こんなことで誰が応募するというのか。これでは地方公務員に、専門性や

経験のある人材を確保することはますます遠くなる」と総務大臣に迫りました。 

また、全国 1788地方自治体のうち 4割で、会計年度任用職員の給与改定を行

わなかった実態を指摘。今年度、人事院勧告に沿って、全ての自治体で会計年度

任用職員も含めた地方公務員の給与改定が徹底されるよう求めました。 

高い専門性をもつ会計年度任用職員の多くが女性です。構造的な格差是正を

求めて引き続き追及し、みなさんと力を合わせます。 

2025年 3月 5日 

日本共産党 参議院議員 

伊藤 岳（いとう・がく） 

 

 

  



メッセージ 

 

「STOP！非正規公務員雇止め」集会にご参加のみなさんに強く連帯します。 

１年度ごとの任用で毎年「雇止め」の不安にさらされ、ものがいえない環境を背景として

劣悪な処遇もそのまま、予算が減らされれば調整弁にもされてしまう――非正規公務員の

現状は矛盾に満ちています。 

会計年度任用職員に勤勉手当の支給を実現するなど、現場の運動が政治を動かし制度を

変えてきました。同時に、本来継続的な業務であるにもかかわらず、細切れの非正規を広げ

てきた理不尽さが問われます。物価高に追いつき追い越す賃金も必要です。 

今年度の雇止めを許さないとともに、立法による雇用の安定と格差の是正を図るために、

ともにたたかう決意です。 

本日の集会の盛会を祈念し、メッセージとします。 

 

２０２５年３月５日 

日本共産党参議院議員・労働弁護団会員 山添 拓 

 


